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研究成果の概要（和文）：われわれは，データベースに基づき，ロールシャッハ・テストのスコ

アリング支援システムを構築した。これは，スコアリングの信頼性を高めるのに効果的なシス

テムである。この研究期間中，われわれはこのシステムを利用した，新しい精神病理指標を提

案した。この研究において，われわれはこの指標がさまざまな精神病理をどの程度鑑別し得る

かを検討した。結果は，科学論文に示された各精神疾患の特徴と概ね一致するものだった。し

たがって，この精神病理指標はさまざまな精神病理の形態をうまく特徴づけていると考えられ

た。 
 
研究成果の概要（英文）：Basing on a database, we developed the scoring assistance system 
for the Rorschach. This system is effective to enhance the reliability of the scoring. 
In this period, we proposed a new psychopathological index utilizing this system. We 
examined the extent this index can differentiate various psychopathologies. The findings 
were broadly consistent with the characteristics of each psychopathological disorder, 
as described in the scientific and descriptive literatures. Consequently, the proposed 
psychopathological index appeared to successfully characterize various forms of 
psychopathology. 
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１．研究開始当初の背景 
ロールシャッハ・テスト（以下，ロ・テス

トと略）は，現在さまざまな批判を受けてい
る。その中でも特に見逃せないのがスコアリ
ングの信頼性の低さに関する批判である。こ
のような問題が，この検査自体の有効性を疑
う根拠となっているのであるならば，その信
頼性を高める方法－換言すれば，経験や力量
にあまり影響を受けることなく，誰もが安定
したスコアリングを行なうことのできる方
法－を模索するのは研究者に課せられた急
務といっても過言ではない。 

そこで本研究では，スコアリングの信頼性
を高める方法としてデータベースを活用す
ることを提案した。すなわち，電子化された
膨大なロールシャッハ・データ（反応逐語記
録，画像データとしての反応領域，および信
頼できるスコア）の中から，いま問題として
いる反応と言語表現および反応領域の点で
近似するデータを素早く検索し，それらに付
されたスコアを参考にしてスコアリングを
すすめるという方法である。 

これまでにわれわれは，科学研究費の補助
を受けて，ロ・テストのデータベース・シス
テム（Rorschach Data System；以下，RODS
と略）を開発し，出版した。研究を開始した
時点で，筆者らの所有する RODS には，非患
者から臨床群に至るまで約 560 ケース（反応
数にして 12,000 個以上）のロールシャッハ・
データが，被検者の人口統計学上の情報とと
もに蓄積されており，ロ・テストのさまざま
な領域の研究に対応できるように整備され
ていた。以上のような臨床上・学問上の背景，
ならびにわれわれの研究の経緯から，われわ
れはデータベースに基づいたスコアリング
支援システムの着想に至った。 
 
 
２．研究の目的 
上にも示したように，本研究の目的は，信

頼性の高いスコア化を実現するために，デー
タベースを活用したスコアリング支援シス
テムを構築することである。特に今回の研究
期間においては，この目的を遂行するために
必要不可欠な「言語検索システム」を構築す
ることを緊急の課題とする。 
 
 
３．研究の方法 

言語検索システムは次のような手順で実
行される。まず，スコア化しようとする反応
の逐語記録を指定された方式にのっとって
コンピュータに入力すると，その言葉が単語
レベルに分解され，各単語の品詞および文法
上の機能などが解析される。例えば「コウモ
リが飛ぶ」を入力すると「コウモリ（名詞・
主語）・が（格助詞）・飛ぶ（動詞・述語）」

という具合になる。そして，主語の名詞（「コ
ウモリ」）と述語の動詞（「飛ぶ」）が同じ単
語で構成される反応を，膨大なデータ群の中
から検索するのである。もし，データベース
の中に同一の単語が存在しない場合は，対象
となる単語をその類義語にまで拡大して，検
索を続行する。例えば「飛ぶ」は「舞い上が
る」，「飛翔する」，「滑空する」といった具合
に拡大される。 
このようなシステムを完成させるために

は，どのようなプログラムが必要になるのか，
また，できる限り精度の高い検索を可能にす
るためには，データをどのような形で蓄積・
管理するのが望ましいかを検討する。 
 
 
４．研究成果 
(1)言語検索システムの構築： 
研究協力者である佐藤洋一を中心として

言語検索システムの開発がすすめられた。方
法および結果は以下のとおりである。 
コンピュータは“HP 2133 Mini Note PC”
（ヒューレット・パッカード製）を使用した。
また OS には“Windows XP”を使用し，デー
タベース管理システムとして“SQL Server 
2005 Express Edition with Advanced 
Services”（以下，SQL Server と略）を採用
した。また，ユーザーが使用する画面の作成
には“Access 2002”（以下，Access と略）
を用いた（ともにマイクロソフト製）。 
 SQL Server においてはフルテキスト検索
（全文検索）の機能を有効にした。さらに，
フルテキスト検索では同義語辞書（シソーラ
ス）を利用した。これを使うと，例えばユー
ザーが検索語に「兜」と指定した場合，漢字
の「兜」だけでなく，カタカナの「カブト」
や，ひらがなの「かぶと」も同時に検索でき
る。 
 以上の環境設定の後，RODS に蓄積されたプ
ロトコル（約 560 ケース，反応数にして約
12,000）を SQL Server に転送した。次いで，
Access を用いて画面を 3つ作成した。第 1画
面はユーザーが検索キーを入力する画面で，
第 2～3画面は検索結果の表示画面である。 
結果は，次ページの図に示した。図 1は「女

の子が向かい合っている」という文章を，し
かも 7カードだけに限定して検索した結果で
ある。RODS における言語検索は，このように
主語と述語を判別し，主語であり同時に反応
内容である「女の子」と，述語であり同時に
決定因へとつながる「向かい合っている」が
同一の単語で構成される反応を膨大なデー
タの中からいち早く検索することに成功し
た。ここからも分かるとおり，この言語検索
システムによってかなり精度の高い検索が
可能になった。したがって，このシステムを
駆使すれば，たとえ初心者であっても，スコ



 

 

アリングが円滑にでき，なおかつ正確さも一
定に保たれることが示唆された。 

 

 
 

 
 

図 1 キーワードに「女の子が向かい合っている」を入れて検索した場合 
 
(2) ロールシャッハ人間運動反応における
精神病理指標の構築 
本研究では，上の言語検索システムを活用

して，新しい精神病理指標を開発した。この
指標は，ロールシャッハ人間運動反応（M）
を，その主題的内容に応じて，内面―外面―
複合（すなわち運動の可視性）という観点か
ら分類すると，各精神病理群をよりよく特徴
づけるという先行研究（高瀬，2006）に着想
を得て考案されたものである。本研究では，
この可視性の概念に加えて，Exner（2002）
の active-passive（運動の活動性）の概念を
導入した。そして，これらの 2 つの軸から，
各精神病理群を弁別しうるか否かを検討し
た。 

M 反応の分類方法は以下のとおりである。
まず，人間の運動が目に見える筋肉運動（た
とえば「踊る」「飛ぶ」）か，目に見えない精
神活動か（「悩む」「愛する」），それともその
両者の複合か（たとえば「怒りにまかせて壊
す」「腕を組んで考える」）に分け，第１のタ
イプを外面型，第２を内面型，第３を複合型
とよんだ。すなわち，これが運動の可視性に
関わる軸である。ついで，その運動が意図的
で積極的な内容（たとえば「踊る」「ジャン

プする」）か，それとも消極的，あるいは非
意図的・反応的な内容（「もたれる」「うなだ
れる」）かに分類した。前者が active，後者
が passive であり，これが運動の活動性に関
わる軸である。精神病理指標においては，各
反応の実数値を以下の計算式に代入して，各
人の得点を算出した。 
◎可視性得点＝外面―（複合＋２×内面） 
◎活動性得点＝active－passive 
結果および考察は以下のとおりである。不

安障害群は可視性得点が高いが，活動性得点
が低い，つまり現実吟味力はよく機能してい
るが，対人場面において受動的である。境界
性パーソナリティ障害群は，かなり可視性得
点が低く，ときに現実吟味力が低下すること
が考えられた。さらに，活動性得点が非常に
高く，対人場面においてかなり衝動的になり
やすいことが推測された。統合失調症群も可
視性得点が比較的低く，現実吟味力に問題が
ある点が浮き彫りされた。 
以上からもわかるように，本研究の提案す

る精神病理指標は各病理群を描きだすのに
成功した。したがって，この指標は病理査定
において有効であることが示唆された。 
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